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１．研究計画の概要 
 
(1) 有機アニオン輸送体（OAT）-1、OAT3、
OAT4 を導入したヒト由来培養尿細管細胞を
作成し、これを申請者らが以前より開発して
きたハイブリッド型人工腎臓上に培養する。 
(2) このシステムがインドキシル硫酸など
の蛋白結合型尿毒症性物質を除去すること
が可能か否かを in vitro で検討する。 
 
(3)さらに慢性腎不全大動物モデルに装着し
て、蛋白結合型尿毒症性物質の除去能および
安全性を明らかにする。 
 
(4)インドキシル硫酸を含む蛋白結合型尿毒
症性物質が動脈硬化に関連するのか否かを
in vitro で明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1) 有機アニオン輸送体（OAT）-1、OAT3、
OAT4 を導入したヒト由来培養尿細管細胞を
作成し、これを申請者らが以前より開発して
きたハイブリッド型人工腎臓上に培養可能
であった。 
 
(2) このシステムがインドキシル硫酸など
の蛋白結合型尿毒症性物質を除去すること
が可能か否かを in vitro で明らかにした。
クリアランスは対照細胞培養時の約１０倍
であった。 
 
(3)健常動物モデルに装着しての安全性を明
らかにした。今後病態モデルでの検討を行う。 
 

(4)蛋白結合型尿毒症性物質であるＰ－クレ
ゾール、ＣＭＰF がインドキシル硫酸と同様
に培養血管平滑筋細胞を増殖させることを
明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
研究計画の（1）および(2）は終了しており、
（3）（4）も予定通り進んでいる。病態モデ
ル自体も以前の研究で作成経験があり、特に
問題はないと考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
順調に進んでおり、特に新たな方策は不要と
考えられる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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